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8

凡
　
例

一　
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
①
～
⑥
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
～
一
九
九

八
）
に
よ
る
が
、
一
部
表
記
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

一　
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
及
び
『
源
氏
物
語
』
以
外
の
諸
作
品
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
章
に
お
い
て
使
用
本
文

を
明
記
し
た
。
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